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背景・目的 

プラズマ源に導入するガスの種類を変える

ことによって堆積するポリイミド（PI）プラズ

マポリマー薄膜の成分の変化の分析を行い、PI

ポリマーの構造変化について議論する。 

方法 

実験に用いた装置の概要を Fig.1 に示す。 

 

Fig.1 Experimental device overview 

プラズマ源に導入するガスとして、Ar、N2、

NH3を使用し、プラズマ生成部分へと供給した。

実験装置のステージ上に Poly-oxydiphenylene-

pyromellitimide フィルムをターゲットとして

設置し、ステージの対向側の Si 基板上にプラ

ズマポリマー薄膜を形成した。この際、装置内

の圧力は 20Pa、電力は 100W とした。Si 基板

上の薄膜の評価をフーリエ変換赤外分光光度

計(FT-IR)とX線光電子分光法(XPS)により薄膜

の成分を評価した。 

結果 

Arプラズマを照射した場合の Si基板に堆積

した薄膜の FT-IR スペクトルを Fig. 2 に示す。 

 

Fig.2 The FT-IR spectrum for thin film 

 ポリイミドの特徴的な結合である C=O の伸

縮振動 (1775 cm⁻¹，1720 cm⁻¹) ベンゼン環に

おける C=C の伸縮振動(1515cm⁻¹)、イミド環

における伸縮振動(1370cm⁻¹)を基準としてスペ

クトルの吸光度を観測したとき、それらの波

数の前後において細かな吸収が生じた。他の

ガス種による変化に関して、発表にて詳細を

述べる。 

考察と今後の展開 

薄膜の成分分析よりイミド結合が維持され

ている部分と切断された部分が含まれる。タ

ーゲットにプラズマを照射した際、部分的に

イミド結合の切断が生じる上、ガス種が異な

ることによる切断部分の相違が生成ポリマー

の構造に影響すると考えられる。 

今後は、構造変化に対するプラズマ生成電

力や真空度等の各パラメータ依存性、及び生

成したプラズマポリマーに熱等の処理を施す

ことによる組成や構造の変化を検討する。  
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